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１．はじめに 
肩もみは日本の代表的触覚コミュニケーション

方法である。昔から子が親の肩をもみながら四方

山話をすることは親孝行の一つであった。もし遠

く離れて住んでいても遠隔から肩もみを行うこと

ができれば、肩をもまれる側は接触感を感じ、肩

をもむ側は手応えを感じることで相手がまるで側

にいるような臨場感を味わうことができると思わ

れる。また、肩もみをしながら会話をすることは、

しゃべり続けたり相手を見つめ続けたりしなけれ

ばならない電話やＴＶ電話と異なり、より自然な

会話が楽しめると考える。 
図１に肩もみを用いたコミュニケーションイメ

ージを示す。親子など親しいもの同士が肩もみを

行いくつろぎながら今日の出来事などを語り合う。

モニタには話題対象を映し出し、会話を促進する。 
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２．試作システム 
肩もみをされたり肩もみ動作を行ったりするこ

とで臨場感が得られるか、汎用のパソコンによっ

て肩もみ操作が行えるか、より自然な会話が楽し

めるかの３点を検証することを目的とするシステ

ムを試作した。マネキン型とパソコン型の２種類

の操作部から遠隔で肩もみ椅子を操作すると共に、

音声と画像の送受信を行う。 
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２.１ 肩もみ椅子 
椅子の背もたれに上下左右に移動する押圧ピン

を左右１本ずつ設け、任意の位置に任意の強さで

突出させる。背もたれにもたれた背中を押したり、

なでたりすることができる。 
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椅子正面には相手画像を表示するモニタを設け、

背後から相手の声が聞こえるよう背面にスピーカ

 図１ コミュニケーションイメージ 
図３ 肩もみ椅子の構成 

図２ システム構成 



を設けた。見せたい画像や自分の声をデジタルビ

デオカメラによって取り込み相手に送信する。 
 
２.２ マネキン型遠隔操作部 
マネキンを実際に押したりなでたりして操作す

る。洋裁用ボディに銅箔テープを格子状に貼って

高周波を流し、指が接近したときの静電容量の変

化で押圧位置および強さを検出する[1]。 

(a)全体構成

(c)人体凹凸模擬クッション

(b)押圧位置・強さ検出手段

肩甲骨 (厚紙)

背骨
(溝を刻んだ紙筒)

スポンジ

縦位置検出用
銅箔テープ

制御ボード接続
ケーブル

横位置検出用
銅箔テープ

洋裁用ボディ
デジタル
ビデオカメラ

相手画像
表示モニタ

押し位置・強さ検出
制御ボード

スピーカ

制御ＰＣ

Ｔシャツを
被せた洋裁
用ボディ
(中に検出
手段と
クッション)

(a)全体構成

(c)人体凹凸模擬クッション

(b)押圧位置・強さ検出手段

肩甲骨 (厚紙)

背骨
(溝を刻んだ紙筒)

スポンジ

肩甲骨 (厚紙)

背骨
(溝を刻んだ紙筒)

スポンジ

縦位置検出用
銅箔テープ

制御ボード接続
ケーブル

横位置検出用
銅箔テープ

洋裁用ボディ
デジタル
ビデオカメラ

相手画像
表示モニタ

押し位置・強さ検出
制御ボード

スピーカ

制御ＰＣ

Ｔシャツを
被せた洋裁
用ボディ
(中に検出
手段と
クッション)

 

 
操作部は、もみ応えを出すため全体にスポンジ

を貼り、厚紙で硬い背骨と肩甲骨を模し、Ｔシャ

ツでカバーした。 
 
２.３ パソコン型遠隔操作部 
汎用パソコンで肩もみ操作を行う。人体像をマ

ウスクリックして押圧位置を、そのまま下方にド

ラッグしたときのドラッグ量で押圧強さを指定す

る。肩もみ椅子の押圧ピンは２本であるがマウス

ポインタは１つであるので、背中中心に対して左

右対称な位置を他方ピンの押圧位置とした。強さ

は左右等しい。強さ固定で位置を移動するなで動

作も、切り替えボタンによって行うことができる。 
ツボやお気に入り点の表示、一連動作の記録再

生など便利機能も設けた。これらの機能は肩もみ

椅子やマネキン型遠隔操作部でも使用できる。 
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３．評価実験と今後の課題 
被験者に肩もみをされる側とする側を体験して

もらい、評価を行った。マネキン型もパソコン型

も簡単な説明で操作でき、音声や画像のみでのコ

ミュニケーションよりも臨場感が増し、肩もみに

よって”間”が持つので会話がしやすいなどの感

想が得られている。特に、親しい者同士で行った

場合に良い評価を得られた。 
本格的肩もみ機能を求める声も多かったが、ロ

ボットアーム的な肩もみ機構などが必要であり、

実現方法は今後の課題である。 
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図４ マネキン型遠隔操作部の構成 

図５ パソコン型遠隔操作部の構成 

図６ 肩もみ操作画面 


